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北九州市民の会 検索

　北九州市は 5月 29日、初代門司港駅跡（旧門司駅）
の鉄道関連遺構が見つかった場所ですすめている、
門司港複合公共施設の整備計画に関する説明会を門
司区の門司生涯学習センターで開催し、約１３０人
が参加しました。市は一貫して遺構を切り取り壊し
て施設整備を強行する方針を示しました。
　遺構が見つかって初めての市民説明会でしたが、
１４時から会場受付がはじまり氏名を記入したあと
番号札による席が指定されました。また会場からの
質問は「slido（スライド）アプリ」を使ってのスマ
ホ送信による質問とアンケート用紙への記入する方
式で質問と回答を行うことを司会者（民間）が説明
をしました。
　これに対して「市民の声を直接聞くのではないの
か」「挙手による質問を市は受けるべき」などの声
が相次ぐ中、結局、挙手による質疑や意見聴衆も行
われました。
　市は片山副市長から、複合公共施設の建設事業
を急ぐ理由に門司区役所の建て替えが他区と比べて
遅れていることを強調し、上村都市戦略局長は複合
施設の施設内容を紹介。遺構関連について井上都
市ブランド創造局長が建設費は１２２億５千万円と
当初試算の１・５倍に膨れ、 遺構を一部残す場合は
２００億円～２５０億円となる試算結果を示しまし
たが、文化財的価値についての説明は全くありませ

んでした。
　参加者から「遺構を残して公共施設を２階以上に
作れないか」、「複合型にこだわる必要があるのか。
門司港駅はレトロの象徴のようなところ。その隣に
近代的な施設は違和感。古きを残す、既存の建物の
耐震化とかリフォーム、リノベーションでどうにか
ならないのだろうか」「遺構の価値について説明が
ないのはなぜか？」など、遺構保存を求める声が多
数をしめる中、一方で「施設の建設を進めてHほ
しい」、「今まで積み上げてきたものを無にしないで」
などの早期建設を求める意見がスクリーンに表示さ
れました。質問は１９１件にのぼり、司会者が読み
上げるだけで多くの時間を要しました。当初１時間
の予定が２時間を超える市民説明会となりました。
　説明会の様子は後日、ユーチューブで放映する予
定。また、市民説明会は現在門司区の各校区自治会
を中心に行われていますが、役員への説明会になっ
ています。市民参加の説明会を広く求め、取り組み
を強めていきましょう。
　５月２１日北九州市に対して、１１の学術団体が
合同提出した要望書を北九州市は真摯に受けとめ関
係団体と協議を行うべきです。また、記録保存のた
めの発掘ではなく史跡指定をめざす重要遺跡確認調
査を行うことを求めていきましょう。

（右は要望書）

記録保存ではなく記録保存ではなく現地保存し史跡指定を現地保存し史跡指定を

説明資料はなく画面で説明の片山副市長質問する門司区永黒の土井さん（西日本新聞より）

初代門司港駅跡遺構と複合公共施設初代門司港駅跡遺構と複合公共施設
初めての市民説明会に１３０人が参加初めての市民説明会に１３０人が参加

　早良市民センターで 6月 1日に開催された
研究所の第 47回総会は、「イスラエルとパレ
スチナ問題を考える・・戦争と平和をめぐる
歴史的局面にあたって」をテーマにした木村
公一牧師（神学博士・政治神学）の記念講
演をめざして、開会 30 分前から参加者が集
まり始め、大変盛会でした。
　ガザでのイスラエルの蛮行がなぜ起きてい
るか、長い研究からもたらされた、詳細なレ

ジメをもとに、現代史の闇に迫った、充実し
た内容でした。
　第 1部記念講演は、研究所のホームページ、
ユーチューブで、全容が公開されています。
　第２部総会（16：00 ～ 17：00）では、第
１号議案（2023 年度事業報告と 2024 年度事
業計画）、第 2号議案（2023 年度決算と 2024
年度予算）が承認されました。
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北九州母親大会

平和がいちばん

　6月 9日㈰午後、レインボ－プラザで、第 61回北九州母親大会があ
りました。以下の内容で行われ、交流を深めました。
■分科会13：00～15：00
　第１分科会　学校給食費無償化をめざして！
　　　　　　　報告：宮崎雄士さん
　第２分科会　くらしと介護
　　　　　　　助言者：森川尚子さん
　第３分科会　平和と憲法
　　　　　　　東敦子さん、神陽子さん
■全大会15：10～16：00　運動交流の紹介
　・業務に見合った教職員の増員と業務量の削減こそ必要　
高津　純子さん
　・「高齢者補聴器購入助成金制度の創設を求める会」
   　の取り組みについて  　　　河村智重子さん
　・所得税法56条廃止を求めて！　　　浦崎　明子さん
　・門司港遺構の現地保存をつよく求めて！中川研治さん
　・「戦争の準備をやめさせよう！」　　　八記久美子さん

小倉南革新懇が総会

政権の暴走とめよう

　6月 16日（日）、小倉南区革新懇の第 14回総会がありました。小倉
南革新懇は、2010 年 9月 23日結成されて以来毎年総会を開き活動方針
を決め、地道に運動を広めてきています。
　昨年に続いて記念講演をしたのは田村貴昭衆院議員。圧巻の講演で
した。田村さんは、自民党の裏金事件や大軍拡・大増税、くらしの問
題をめぐり党の国会論戦を紹介。「安保 3文書」に基づく敵基地攻撃能
力の保有など、5年間で 43兆円の大軍拡・大増税を批判し、総選挙では、
九州・沖縄で比例 2議席を勝ち取り、岸田政権の暴走を必ず阻止しよ
うと訴えました。
　また藤沢加代市議が市議会報告。来年の市議選で藤沢氏のバトンを
受ける新人の、うど浩一郎市議候補が「勝利のために全力で頑張る」
と決意をのべました。

　平和ネットが１９日行動

自公政権退場させよう
6 月 19日（水）、今日は、平和をあきらめない北九州ネットの毎月19
日の定例行動日。
　小倉駅と折尾駅でアピ－ルした。ちょうどこの日の午前中に抜け穴

だらけの政治資金規正法改悪案が
自公の賛成多数で決まったばかり。
リレ－ト－クも配布ビラも反響が良
かった。国民、市民は自公政権に
うんざりしている。社会は変えられ
る。平和をあきらめず力を集めま
しょう。

　市民の会 企画運営委員会開催　

武内市政の独断専行許さない
6 月 21日（金）、18：30 ～ 20：30、生涯学習総合センタ－で、「市民の会」
は、企画運営委員会を開催しました。　最初に、特別報告として荒川
徹市議団長より市政報告。1年４カ月たっても、市民の声を全く聴かず、
トップダウンで独断専行する武内市政を暴きました。ついで、7月 4日
（木）の幹事会に提案する活動方針について報告・討議しました。
　その他として、植山光郎委員より、学習会「部落問題解決の地域的
偏差研究と北九州市の同和行政検証プロジェクト（６月 29日㊏ 1：30
～ 16：00 北方市民センタ－）への参加要請がありました。最後に決算
と予算案を承認しました。

三つの市民運動の報告
①「学校給食の無償化をめざす会」の活動状況について
② 高齢者補聴器購入助成制度の創設をめざす会」の活動状況について
③「初代門司港駅跡の保存を求める会」の活動状況について


